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１ １ 松 田 健 司

２ １０ 小 田 雅 二

３ ９ 渡 辺 富久馬

４ １１ 旗 手 恵 子

５ ４ 前 崎 茂



通告順序１ 質問者：松 田 健 司

１．町営キャンプ場について

昨年３月１１日に行われた「予算審査特別委員会」において、「キャン

プ場は、青少年健全育成のための施設であり来場者の推移からも一定程度

の役割は終えたとの判断をしており、その上で、今後のキャンプ場をまち

づくりの中でどのような活かし方をするのかを含め、１年間の猶予が欲し

い」との答弁からほぼ１年が経った。

この１年間の議論の内容と取組の推移、そしてキャンプ場の継続の有無

を伺う。

２．子供への新型コロナワクチン接種について

令和４年３月から、５歳から１１歳の子供へのワクチン接種が進められ

ようとしているが、小児科医の不足による副反応への対応や接種の分量が

大人用と異なる事による打ち間違いの防止、また、情報不足による不安の

解消に向けた取組に対する対応を伺う。



通告順序２ 質問者：小 田 雅 二

１．町における新型コロナウイルス感染症の後遺症及び副反応の

実態について

接種回数が多くなるにつれ、その後遺症やワクチンの副反応に苦しむ人

が増えると思われる。

町としての適切な対応が求められると思うが。

また、子供の接種に関しても既に副反応による報告もある様だが町とし

ては。

また、同調圧力の問題について、町として十分な配慮を各事業所等に要

請しているか。

２．町のホームページについて

各自治体がホームページやその他のＳＮＳで宣伝やメッセージを積極的

に発信している。

様々な連絡やお知らせ等が主なものであるが、例えば「町長室」という

コラムに関しては、町長交際費をお知らせするばかりの様に見えるが、本

来的には行政的報告や町としてのいろんな事柄に関しての町長の考え方

等を明示してもらう事が必要と考えるが。



通告順序３ 質問者：渡 辺 富久馬

１．臨港道路十勝港線（通称：港湾道路）の壁画及び現存する石碑等

の移設について

平成３０（２０１８）年９月、第３回定例会で質問した港湾道路の壁画

の汚れ、また移設が必要とされる旧広尾小学校の石碑外、数点の像につき

その後、どのような協議や検討がされたか。

町長は質問に対し、「壁画の汚れの解消は財源確保が困難との見地か

ら、当面は無理であり今後協議・検討を続ける」との答弁があったが、そ

の後協議がなされたか。併せて、協力頂いた管内・管外の市町村、企業等

に対し理解を求める行動を起こしているのか聞きたい。

また、町内にある記念碑や像の対処の質問に対し教育長は「費用の面か

らも関係者とも相談・検討したい」との答弁があった。その後一向に進展

の話がないが、今どのような状況にあるのかお聞きする。

２．道の駅の開設について

道の駅は、これまで何度も議会でもそじょうに上り、浮かんでは消え、

浮かんでは消えの永遠のテーマとなっている。町長は、事あるごとに「建

設する事は可能だが、それを運営・管理する態勢が整っていない」と答え

ている。しかし、造るという強い意志とリーダーシップで動きが始まると

思う。町長の“道の駅”設置に対する本気度をお聞きしたい。



通告順序４ 質問者：旗 手 恵 子

１．デジタル改革と個人情報保護の強化について

デジタル関連法は昨年５月に成立し、国や自治体等が保有する有用な情

報をオープンデータとして整備、公表するとしている。

法案のねらいは、「特定の企業のもうけのために、地方自治体が持つ個

人情報を利用することにある」と当時の平井デジタル担当大臣が発言して

いる。

２０２０（令和２）年版「情報通信白書」によると企業などが提供する

サービスを利用する際に個人データを提供することについて、８割が「不

安を感じる」と答えている。

デジタル化の大前提は、政治の透明性と個人情報を適切に管理し、

安心・安全を求める住民に信頼されることだが担保されるのか。

また、マイナンバーカードの普及率、そして、プライバシーや個人情報

を守る最後の砦としての地方自治体の責任について伺う。



通告順序５ 質問者：前 崎 茂

１．ＰＣＢ廃棄物の適正処理に係る支援体制を

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）は、油状で溶けにくく耐熱性、耐絶縁性、

不燃性に優れ、工業的に多用されてきたところである。

しかし、ＰＣＢが混入した油を摂取した人々に肝臓、神経系、呼吸器系

などに害を及ぼす中毒症状が出現した「カネミ油症事件」（１９６８年）

により、１９７２年から製造、使用を全面的に禁止したところである。

政府は、２００１（平成１３）年に「ＰＣＢ廃棄物の適正な処理に関す

る特別措置法」を制定し、期限までＰＣＢ廃棄物を適正に処分することを

定めている。

北海道の高濃度廃棄物の処理期限は、令和５年３月末となっており室蘭

市の処理施設で処分しなければならない。処理費用は、３０キログラム以

下であれば約６０万円、運送費用は数１０万円の費用負担が生ずると言わ

れている。費用の７割は、国の補助対象となるが個別で運送するより共同

運送するほうが低価格でできると思料される。

関係機関と連携して、ＰＣＢ廃棄物の適正処理の推進と共同運送により、

軽減を図るべきでは。

また、小規模事業者等の負担軽減を図るため、一部負担金に助成を検討

してはどうか。

２．駅前パークゴルフ場の拡幅整備について

昨年１２月に、鉄道記念公園の隣接地である民有地が本町に寄贈された

ところである。寄贈された方には、深く感謝致すとともに有効活用するこ

とが極めて肝要である。

当該地は、防災公園建設候補地にも予定されているが、現鉄道記念公園

パークゴルフ場は狭隘で一部コースは交差するところもあり、安心してプ

レーできないと拡幅が求められていたところである。このことからも寄贈

された土地の一部を拡幅造成して、利用者の方が安心してプレーできる環

境整備を図る必要があると思うが。


